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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年11月27日(2014.11.27)

【公表番号】特表2014-501572(P2014-501572A)
【公表日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-004
【出願番号】特願2013-540392(P2013-540392)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   5/315    (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   5/178    (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   5/145    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   5/315   　　　　
   Ａ６１Ｍ   5/18    　　　　
   Ａ６１Ｍ   5/14    ４８５Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月8日(2014.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の薬剤（１）を保持する第一のリザーバ（６）に操作可能に連結され、用量設定器
（２０８、３０８、４０８、５０８、６０８、７０８、８０８、９０８）を有する、可変
用量設定機構（２０２、３０２、４０２、５０２、６０２、７０２、８０２、９０２）；
　第二の薬剤（２）を保持する第二のリザーバ（５）に操作可能に連結された固定用量設
定機構（２０４、３０４、４０４、５０４、８０４、９０４）；
　可変用量設定機構（２０２、３０２、４０２、５０２、６０２、７０２、８０２、９０
２）及び固定用量設定機構（２０４、３０４、４０４、５０４、８０４、９０４）を操作
可能に連結し、そしてばねエレメント（２１６、３１６、４１６、５１６、６１６、７１
６、８１６、９１６）を含む、機械的カップリング（２０６、３０６、４０６、５０６、
６０６、７０６、８０６、９０６）；
を含んでなる、薬物送達デバイスであって：
　ここで、可変用量設定機構（２０６、３０６、４０６、５０６、６０６、７０６、８０
６、９０６）は、用量設定器（２０８、３０８、４０８、５０８、６０８、７０８、８０
８、９０８）の起動の際、第一の薬剤（１）の可変用量を設定するように構成され、
　ここで、固定用量設定機構（２０４、３０４、４０４、５０４、８０４、９０４）は、
用量設定中、第二の薬剤（２）の固定用量を設定するように構成され、そして
　ここで、ばねエレメント（２１６、３１６、４１６、５１６、６１６、７１６、８１６
、９１６）は、用量設定中にエネルギを蓄積するように、そして蓄積されたエネルギを固
定用量設定機構（２０４、３０４、４０４、５０４、８０４、９０４）に伝達して固定用
量の投薬を少なくとも助けるように構成される、上記薬物送達デバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載の薬物送達デバイスであって、可変用量設定機構（２０２、３０２、４
０２、５０２、６０２、７０２、８０２、９０２）が回転設定可変用量設定機構であり、
そして固定用量設定機構（２０４、３０４、４０４、５０４、８０４、９０４）が軸方向
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設定固定用量設定機構である、上記薬物送達デバイス。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、機械的カップリング（２０
６）が更に：
　（ｉ）ばねエレメント（２１６）、（ｉｉ）圧縮シリンダ（２１８）、（ｉｉｉ）内部
溝（２２８）、（ｉｖ）つり上げ面（２２２）、及び（ｖ）つり上げピン（２３０）を含
む、リフトシリンダ（２１０）；
　つり上げカラー（２１２）；
　つり上げカラー（２１２）と係合可能である、係合ピン（２１４）；を含み、
　ここで、（ｉ）つり上げカラー（２１２）が、係合ピン（２１４）との係合に起因して
、用量設定中リフトシリンダ（２１０）をつり上げるように構成され、（ｉｉ）つり上げ
面（２２２）がつり上げピン（２３０）と接触し、そしてつり上げピン（２３０）を内部
溝（２２８）に強制的に通し、それによって圧縮シリンダ（２１８）を近位方向（２４１
）に強制的につり上げるように構成され、そして（ｉｉｉ）ばねエレメント（２１６）が
、圧縮シリンダ（２１８）の近位方向（２４１）へのつり上げに起因して圧縮されるよう
に構成される、上記薬物送達デバイス。
【請求項４】
　請求項３に記載の薬物送達デバイスであって、溝（２２８）がＬ－形状溝である、上記
薬物送達デバイス。
【請求項５】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、用量設定器（３０８）が駆
動機能（３１８）を含み、固定用量設定機構（３０４）が往復動エレメント（３１１）を
更に含み、そして機械的カップリング（３０６）が更に：
　溝（３２８）を有するカム（３１０）；
　溝（３２８）と係合できる係合機能（３１４）を含み、
　ここで、（ｉ）用量設定器（３０８）の駆動機能（３１０）が、用量設定中、カム（３
１０）を強制的に回転させるように構成され、（ｉｉ）係合機能（３１４）が、溝（３２
８）に従動し、そして近位方向（３４１）に動くように構成され、（ｉｉｉ）往復動エレ
メント（３１１）が、係合機能（３１４）の近位方向（３４１）への動きに起因して、つ
り上げられるように構成され、そして（ｉｖ）ばねエレメント（３１６）が、往復動エレ
メント（３１１）のつり上げに起因して圧縮されるように構成される、上記薬物送達デバ
イス。
【請求項６】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、固定用量設定機構（４０４
）が更に往復動エレメント（４１１）を含み、機械的カップリング（４０６）が：
　内部らせん溝（４２８）を有し、固定用量機構（４０４）に対する回転が拘束されるが
軸方向には可動である、つり上げカラー（４１２）；及び
　係合機能（４１４）；を更に含み、
　ここで、（ｉ）用量設定器（４０８）が、用量設定中、らせん経路に従動するように構
成され、（ｉｉ）係合機能（４１４）が、らせん経路に従動し、そしてつり上げカラー（
４１２）の下側に接触して固定用量設定機構（４０４）の往復動エレメント（４１１）を
つり上げるように構成され、そして（ｉｉｉ）ばねエレメント（４１６）が、往復動エレ
メント（４１１）のつり上げに起因して圧縮されるように構成される、上記薬物送達デバ
イス。
【請求項７】
　請求項６に記載の薬物送達デバイスであって、固定用量が設定された後、係合機能（４
１４）が、らせん入口点（４４１）で内部らせん溝（４２８）に入るように構成される、
上記薬物送達デバイス。
【請求項８】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、固定用量設定器機構（５０
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４）が更に往復動エレメント（５１１）を含み、機械的カップリング（５０６）が更に：
　内部クラッチ機構（５１５）；
　つり上げカラー（５１２）；
　つり上げ溝（５２８）；
　つり上げ溝（５２８）と係合できる係合機能（５２６）；を含み、
　用量設定器（５０８）が、可変用量設定機構（５０２）が往復動エレメント（５１１）
をつり上げるように、用量設定中、最初に軸方向に動くように構成され、
　ばねエレメント（５１６）が、往復動エレメント（５１１）のつり上げによって圧縮さ
れるように構成され、
　内部クラッチ機構（５１５）が、固定用量が設定された後、用量設定器（５０８）が回
転して可変用量を設定することを可能にするように構成される、上記薬物送達デバイス。
【請求項９】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、機械的カップリング（６０
６）が更に：
　少なくとも一つのクリップ機能（６１７ａ、６１７ｂ）を有するつり上げカラー（６１
２）；
　係合機能（６２６ａ、６２６ｂ）；
　デバイスボディ上に配置された少なくとも一つの拘束機能（６１９ａ、６１９ｂ）；を
含み、
　（ｉ）係合機能（６２６ａ、６２６ｂ）が、用量設定中に、つり上げカラー（６１２）
の下側（６１５）に接触して、そしてつり上げカラー（６１２）を設定点につり上げるよ
うに構成され、（ｉｉ）ばねエレメント（６１６）が、設定点へのつり上げカラー（６１
２）のつり上げに起因して圧縮されるように構成され、（ｉｉｉ）少なくとも一つのクリ
ップ機能（６１７ａ、６１７ｂ）が、設定点で、デバイスボディ上の少なくとも一つの拘
束機能（６１９ａ、６１９ｂ）と係合して、ばねエレメント（６１６）を圧縮された状態
に維持するように構成される、上記薬物送達デバイス。
【請求項１０】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、機械的カップリング（７０
６）が更に：
　溝（７２８）を有するカム（７０９）；
　カム従動子（７１１）；を含み、
　用量設定中、（ｉ）カム（７０９）は、カム従動子（７１１）が溝（７２８）に従動す
るとき、カム従動子（７１１）が強制的につり上げられるように構成され、そして（ｉｉ
）ばねエレメント（７１６）が、カム従動子（７１１）のつり上げに起因して圧縮される
ように構成される、上記薬物送達デバイス。　
【請求項１１】
　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、固定用量設定機構（８０４
）が往復動エレメント（８１１）を更に含み、機械的カップリング（８０６）が更に：
　駆動カラー（８１２）；
　カム（８０９）；を含み、
　（ｉ）駆動カラー（８０９）が、用量設定中に、カム（８０９）を回転させるように構
成され、（ｉｉ）カム（８０９）が、固定用量設定機構（８０４）の往復動エレメント（
８１１）をつり上げるように構成され、そして（ｉｉｉ）ばねエレメント（８１６）が、
往復動エレメント（８１１）のつり上げに起因して圧縮されるように構成される、上記薬
物送達デバイス。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の薬物送達デバイスであって、固定用量設定機構（８０４）のピン（
８１７）が、用量設定中、カム（８０９）の溝（８２３）に従動して固定用量機構の往復
動エレメント（８１１）をつり上げるように構成される、上記薬物送達デバイス。
【請求項１３】



(4) JP 2014-501572 A5 2014.11.27

　請求項１又は請求項２に記載の薬物送達デバイスであって、機械的カップリング（９０
６）が：
　駆動カラー（９１２）；及び
　（ｉ）ばねアーム（９３３）を含むねじりばねであるばねエレメント（９１６）、及び
（ｉｉ）エスケープを含む溝（９３１）を有するばね保持器（９３０）、を含んでなる、
巻き上げカラー（９０９）；を更に含み、
　（ｉ）駆動カラー（９１２）が、用量設定中、巻き上げカラー（９０９）を強制的に回
転させるように構成され、そして（ｉｉ）巻き上げカラー（９０９）は、ねじりばねエネ
ルギが蓄積されるように、ばねアーム（９３３）がエスケープ内に押し込まれるまで、ば
ねアーム（９３３）を溝（９３１）に強制的に従動させるように構成される、上記薬物送
達デバイス。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の薬物送達デバイスであって、投薬中、（ｉ）巻き上げカラー（９０
９）の回転が、ばねアーム（９３３）をエスケープから押し出し、そして（ｉｉ）ねじり
ばね（９１６）のねじりばねエネルギが、巻き上げカラー（９０９）を強制的に回転させ
、それによって固定用量設定機構（９０４）のラチェット（９３２）を強制的に回転させ
、そして固定用量設定機構（９０４）のスピンドル（９３４）の前進を補助する、上記薬
物送達デバイス。
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